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2.殺虫剤の昆虫に対する致死作用に関する研究 (第 3軸)数積殺 虫 剤 の カイコガ幼 虫お

よびアメ リカシロヒトリ幼虫に対する殺虫 効力の 定量的表現法 佐瀬仁政 3WJ'内IlI令 (穴訳

出工大学怨学瓢 東方t'都FrtJ=rll市辛町315) 51.7.22受即

令の異なるカイコガ幼虫およびアメ1)カシロヒトT)幼虫に対する5和対の殺虫剤 (DDVP,マラ

ソン.パラチオン,γ-BHCおよび NAC)の施用英星と致死時間の関係を調べた.体Imが一江の山

の個体群については,限界致死施用薬先をWo,限界致死時間をToとすれば.弛m燕琉W と致死時

間Tとの関係は (W-Wo)(T-To)-K で表わされる.Kは光数である.Kと血体mMとの関係は

K-aM+Bとなる.aおよびBの他は眺試虫と殺虫剤の机合せにより決まる狂歌であり, これらの

定数の大小により当該昆虫に対するtlt試された昭田内の殺虫剤の効力を推FJiできろことが刊かった.

令の異なるカイコガ幼虫に対する殺虫剤の効力につ

いて,批酸の比招効速度についての Campbelll).ど

レト])ンの LC8｡伯についての吉田2)および DDT･

スミチオンのLD8｡伯についての渡部 ･高野3)の報告

があり,それらはいずれも幼虫の令が進むにつれて各

兆剤の効力がIrn次減少するとしているが,体jTlとの関

係を定昂的に表わしていろ報告はない.一万.アメl)

カシロヒト.)幼虫に対する殺虫剤の効力については.

石井l)が BHC,ホリドール (パラチオン)などにつ

いてImベ,令が進むと殺dl効力が減少すると報告して

いる.

殺虫剤による昆虫の致死薬塁については,諏訪内叩 )

および SuwanaiT)が先 さにアズキゾウムシ成虫を対

象に教程殺虫剤の施用薬量一致死時間の関係を表わす

実験式として

(W-Wo)(T-To)-K (1)

を班示した. ここに,W :施用薬札 Wo:限界致死

地FT]黙れ.T:致死時間,To:限界致死時間.Kは起

数であろ.

那 lW )では令の只なるヨトウガ幼虫に対する数輔

殺山剤の効力を.耶 2相l)では令の異なるハスモンヨ

トウ幼山およびハチミツガ幼虫に対する数種殺虫剤の

効力を調べ.施用瀬見と致死時間との関係は,いずれ

の場合にも(1)式で袈わされ,Kは定数となり,しかも,

Kの約が山の体爪 (M)と一次の関係

K-αM+〟 (2)

で表わし狩ることを印(tIiした.

木和LBでは,I.11･誠飼lfのカイコガ幼山およびアメ.)

カシロヒトリ幼山に DDVP,マラソン,パラチオン,

r-BHCおよび NAC をそれぞれ施用した場合.上記

と同様のことが成り立つかどうかを砕かめるために行

なった結果を取りまとめたものである.

本文に入るに先立ち,本学大学院生広岡芳年君には

供試虫の飼育等援助を受けた,ここに謝意を表す.

材 料

供試昆虫 :カイコガ幼虫一万×代系統を1976年5月

体爪40mg(3令初婚])-1,100mg(5令初期)の昭用

の幼山をそれぞれの火鹸目的の休爪に到適した時fLttiに

おいて均一な休_Tr(胴体を選び目してtlt.1JCした.

アメ.)カシロヒト.)幼虫一閃咋6月17rl.-Ai訳抑l付

rflTrf本学桑関内で托LtStJT=夏tLtIWf(1令幼山)を虫

氾 (24-26oC)で桑菜を与えて飼育したもので.体

重20mg(3令初期)-160mg(5令初期)のJTG州の幼

虫をそれぞれの実験目的の体重に到達した時点におい

て均一な体重個体を選び出して供試した.

供試薬剤 :既報8)と同じDDVP,マラソン,パラ
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チオン,γ-BHCおよび NACの5種を供試し,所定

薬液をそれぞれ作製した.

実験および観察

薬剤施用法および施用薬量の求め方 :ミクロピペッ

ト8)を用いて虫休に塗布する方法を採用した.この方

汰では,供試薬液の濃度をSc,塗布紋の容鼠をSvと

すると,施用薬量Wは.W-ScxSvで求まる.

この施用方法では,薬紋が損失なく虫体全面に均一

に塗布されることが好ましい.そのためあらかじめ供

試虫に対し上の条件をみたす塗布容量を調べ,それぞ

れの体重の供試虫に対し最も適当な容量の ミクロピペ

ットを用いることにした.カイコガ幼虫の場合.体重

40mgの虫で1-2/Ll.200mgの虫で5FLLのもの.アメ

1)カシロヒト.)幼虫の場合.体重 20mgで1-2FLL,

80mgの山で5FLLの'8虫のものが適当であった.

地理昆虫の致死までの状態変化の表現法および致死

時間の決め方 :兆剤処甥後の虫は薬剤の施用塁および

TI等にJ:って只なるが,作用が強い場合には.はじめ

の正'i;†状憶から種々の症状を経て死の状態に到達する

ことになる.招々の症状の状態を先さに報告した6超

の状隠書)に分けて数値化し,状態Ⅴ (刺激を与えても

全 く反応を示さない)に至ったものを致死と判定した.

兆剤触JT]時から致死までに要した時間をその虫の致死

時間 (T)とし.以後の観察を打ち切った.

カイコガ幼虫についての実験 薬剤施用後の幼虫を

1琉づつ小型シャーレに移し,25oC下で活動状況を

観察した.

(i) DDVP:体誼 (40土2)mg,(100土4)mg.

(200±8)mgおよび (1,100土20)mgの虫を供試し

た場合,Tablelは1頭の虫おのおのに第2項の沸皮

の薬液を第3項の容積だけミクロピペットを用いて塗

布した場合の条件,計算凪 致死時間の観測値などを

取 りまとめたものであろ.施用薬畠 (W)は第2項

(Sc)と節3項 (Sv)の数値の税によって求まり第4

項の数依となる.それに対応する5回反復の平均致死

時間は那5項 (T)の伯となる｡

(ii) マラソン :上記と同様の体重の虫を供試し,

虫 1班おのおのに上記と同じ方法でマラソンを施用し

た場合の条件,封印IllL 致死時間の観nEJI血などを取り

まとめたものが Table2である.施用恭壬副ま節4項

の値,それに対応する5回反役の平均致死時間は節5

項の値となる.

(iii) パラチオン :上記と同様の虫を供試し.虫 1

頭おのおのに上記と同じ方法でパラチオンを施用した

場合の条件,計算値,致死時間の観測値などを取りま

とめたものが Table3である.

(iv) γ-BEC:上記 と同様の虫を供試し,上記と

4

同じ方法で r-BHCを施用した場合の条件,計算胤

致死時間の観測値などを取りまとめたものがTable4

である.

(V) NAG:上記と同様の虫を供試し.上記と同

じ方法で NACを施用した場合の条件,計詐伯.致死

時間の観測値などを取りまとめたものが Table5で

ある.

7メリカシロヒトリ幼虫についての実験 兆剤処理

後の幼虫を1頭づつ小型シャーレに移し,25oC下で

活動状況を観察した.

(i) DDVP:体重 (20±1)mg,(40土2)mg.

(80±3)mgおよび (160土5)mgの虫を供試した場

令,Table6は1頭の虫おのおのに第2項の渋皮の薬

液を第3項の容税だけミクロピペットで染布した場合

の条件.計詐凪 致死時間の観測値などを取りまとめ

たものである.施用薬屋は荊 4項 (W)のllEl.それに

対応する5回反復の平均致死時間は第5項 (T)の伯
となる.

(ii) マラソン:上記と同様の虫を供試し,虫 1瓦

おのおのに上記と同じ方法でマラソンを施用した場合

の条件,計詐値,致死時間の観相直などを取りまとめ

たものが Table7である.施用薬包は節4項のLd,

それに対応する5回反役の平均致死時間は耶5項の仙
となる.

(iii) パラチオン'.上記と同様の虫を供試し,虫 1

頭おのおのに上記と同じ方法でパラチオンを施用した

場合の条件,計詐値,致死時間の観測値などを取りま

とめたものが Table8である.

(iv) γ-BⅡC:上記 と同様の虫を供試し.上記と

同じ方法で r-BHC を施用した場合の条件,計節Id,

致死時間の観測値などを取りまとめたものがTable9

である.

(V) NAC:上記と同様の虫を供試し,上記と同じ

方法で NACを施用した場合の条件,計節仙.致死時

間の観汎胞 などを取りまとめたものがTablclOであ

る.

結 果

カイコガ幼虫についての績果

(i) DDVP:体重 40mgの供試虫への施用灘_Ta

(W)とその薬剤による供試虫 1頭当り5回反鮎によ

る平均致死時間 (T)はTablel第4項および邦5項
に示す通りである.ここで.これらの数値を縦柵 こW

を横軸にTをとり,両対数グラフ上に移しプロットす

ると,Fig.1の白三角印のように配位される.同様に,

体重 100,200および1,100mgの虫についてのWとT

は同表の第4項および第5項に示す通りであり,体ix

40mgの場合と同様にWを縦軸にTを杭軸にとり両対



防 虫 科 学 節 42 番-Ⅰ
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Fig.1. Relationbetweentheapplieddoseand
thelethaltimeorfiveinsecticides

against40mglarvaeofB.mori.
△:郎chlorvos,▲:malathion,+:parathion,@:r-BHC,0:carbaryl.

数グラフとして図示すれば,体式40mgの場合と同じ

傾向の双曲線状の紀和となるが.図は省略する.

(ii) マラソン:体式40mgのtJt試虫について調べ

られた施用薬局 (W)とそれに対応する虫の平均致死

時間 (T)はTable2那4FlおJ:び邦5項に示す迫り

である.これらの敷地を縦紬にWを械軸にTをとり,

両対数グラフ上にプロットすると.Fig.1の.W.三角印

のように配田されろ. 同様に,体式100,200および

1,100mgの供試虫についてのWとTは同表の節4項

および郡5項に示す通りであり,体正40mgの場合と

同様に両対数グラフとして図示すれば,体重40mgと

同じ傾向になるが,図は省く.

(iii) パラチオン:体正40mgの供試虫への施用水

良 (W)とそれによる平均致死時間 (T)は Table3

郡4項および節 5項に示す池りであろ.これらの放肌

を上-ul己と同様に両対数グラフ上にプロットすると,

Fig.1のnq.丸印のように配位される.同様に,100,

200および1,100mgの虫についてのWとTは同炎の節

4項および第5項に示す通りであり,休式40mgの場

合と同様に両対数グラフとして図示すれば,同じ幌向

になるが,図は省略する.

(iv) γ-IIIIC:体重 40mgの虫 へ のW とTは

Table4第4項および第5項に示す通 りである.こ

れらの敷地を上記と同様にグラフ上に図示すると.

FJ'g.1の二3R丸印のように紀fJylされる.川伐に,体Ti

100.200および1.100mgの虫についてのWとTはFL11
泌 こ示す通りであり.図,:Jtすれば,同じ仰向になろが.

図は'trく.

(V) NAC:体I7r;40mgの虫へのWとTは Table5

に示す通りである.これらの数値を上記と同様にして

グラフ上にプロットすると,Fig.1の白丸印のように

配粧される.同様に,100,200および 1,100mgの虫

についてのWとTは同表に示す通りであり,図示すれ

ば,体_貢E40mgと同じ傾向となるが.図は省略する.

アメリカシロヒトリ幼虫についての結果

(i) DDVP:体式20mgの供試虫への施用薬包

(W)とその薬剤による供試虫 1頭当り5回反矧 こよ

る平均致死時間 (T)は Table6那4項おJ:び邦5項

に示す池りである.これらの数的を縦軸にWを脚 伽こ

Tをとり.雨対数 グラフ上に移しプロットすると.

Fig.2の臼三1lJr])のように和hylされろ.rlAdはに,仏式
が40.80および 160mgの出についてのWとTはrJgiそ

の節41jlおよび郡5卿 こ示す池 りであり,体_Trt20mg

の場合と同様に網対数グラフ上に図示すれば.同じ幌

向の汎Itl綿状の配mとなるが.図は省く.

(ii) マラソン:体IrL20mgの眺試dlへのWとTは

Table7郡4nJlおよび耶5項に示す通 りであろ.これ

らの放Tll'[を上.!LlとrlJ]相に両対数グラフ上にプロットす
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Fig.2. Relationbetweentheapplieddoseand
thelethal time of five insecticides

against20mglarvaeofH.cunca.
△:dichlorvos,▲:malathion,●:parathion,◎:γ-BHC,○:carbaryI.
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ると,Fig.2の盟三角印のように配置される.同様に,

体IR40.80および160mgの虫についてのWとTは同表

に示す辿りであり,図示すれば,体重20mgと同じ幌

向の配出となろが,図は省く.

(iii) パラチオン.'体式20mgの供試虫へのWとそ

れに対応するTは Table8gi'4項および第5項に示

す通りである.これらの数値を上記と同様に両対数グ

ラフ上にプロットすろと,Fig.2の崇丸印のように配

位されろ.同様に体重40,80および 160mgの虫につ

いてのWとTは同表に示す通りであり,体重20mgの

場合と同様に図示すれば,同じ幌向の双曲線状の配置

となるが.図は省略する.

(iv) r-BIIC:休重 20mgの供試虫へのWとそれ

に対応するTはTable9第4項および第5項に示す

池りである.これらの数値を上記と同様に両対数グラ

フ上にプロットすると.Fig.2の二盃丸印のように配

出される.lldはに,体iE40.80おJ:び 160mgの虫に

ついてのWとTはIEi｡表に示す通りであり.体式20mg

の切介とrFjl様に図示すれば,同じ傾向の双曲線状の配

出となるが.図は省略する.

(V) NAG:体誼 20mgの眺試虫へのWとTは

TablelOに示す辺りであろ. これらの数値を上記と

川様にillj対数グラフ上にプロットすると.Fig.2の白

丸印のLtうに配班される.同様に,体,-iE40,80および

160mgの山についてのWとTは岡安に示す通りであ

t).凹示すれば,体式20mgの場合と同じ傾向となる

那.跡よ'h略する.

考 累

体irL40mgのカイコガ幼虫1豆かこ対するDDVPの

施用兆iii(W)とそれに対応する5回反鮎による処理

幼虫の平均致死時間 (T)との関係は Fjg.1に白三

角印で示してあるが,これをみると,等辺双曲線的Bg

係に配列されていることが判かる.そこで,既報8)と

同じ出航で似非致死施用英塁Woおよび限界致死時間

T｡をTablelの数値またはFig.1上にそれぞれ求め

てみると.W0-0･01FEg.T0-0･15hrとなる.ここで,

Tablelの批 8ufLlItW.Tおよび上記のようにして求め

允wo,Toをそれぞれ対応せしめた数伯として取りま

とめてみると.Tablellのようになる. これらの数

値を,先に記した(1)式 (W-W.)(T-To)-Kに代入

してみると,それぞれの実測のW,TについてKの伯

が算出される.このようにして求められたKの伯を

Tablell第5項に示す.同様の取り扱いにより,体

韮100,200および1,100mgのカイコガ幼虫のそれぞ

れにつき.Wo,Toを求め, それらを取りまとめてみ

ると,Tablellのようになる.

Fl8位の計算をマラソンについて,休重40,100,200

6

および1.100mgのカイコガ幼虫に対して行ない,得

られたKの値はTable12節5項に示す通りである.

パラチオンについて,上記と同様のカイコガ幼虫の

それぞれにつき計詐により得られたKの伯はTable13

第5項となる.

γ-BHCの場合,上記と同様のカイコガ幼虫につき

計算にJ:り得られたKの値は Table14茄5項となる.

NACについて, それぞれの体重のカイコガ幼虫に

つき計算により得られたKの値はTable15第5項の

通りであろ.

Tablell-15のWo,To,Kなどの数値を取りまと

め,Table16に示した.この表の第6項には,Table

ll-15の薬剤別.体重別に得られたKの椎田が示して

ある.節7項はKの平均値,第8項は槙準偏差を示す.

節9項nはKの値が0とならない糠本数を示す.

体式20mgのアメ1)カシロヒトt)幼虫1班に対する

DDVPの施用薬包 (W)と平均致死時聞(T)との関

係は Fig.2に自三角印で示してあろが.Fig.1と同

様に等辺双曲線的関係に配列されていろ.そこで.上

記 と同じ要観でWoおよびToを Table6または

Fig.2上に求めてみると,Wo-1′Jg,T0-0.2hrとな

る. ここで,Table6の観測値W,Tおよび上記の

ようにして求めたWo.T｡をそれぞれ対応せしめた

数値として取りまとめてみると,Table17のように

なろ.これらの数値を先さと同様に(1)式に代入してみ

ると,それぞれの実測のW,TについてKの値が算出

古れる.このようにして求められたKの伯をTable17

邦5項に示す.同様の取扱いにより,体韮40,80およ

び160mgのアメリカシロヒトリ幼虫のそれぞれにつ

き,Wo,T｡を求め. それらを取りまとめてみると.

Table17のようになろ.

同様の計罪をマラソンについて,体重20.40,80お

よび 160mgのアメリカシロヒトリ幼虫に対して行な

い.和られT=Kの伯はTable18節5項に示す誠りと

なる.

パラチオンについて,上記と同様のアメリカシロヒ

ト1)幼虫のそれぞれにつき,計算により得られたKの

値はTable19第5項となろ.γ-BHCの場合,上記と

同様のアメリカシロヒトリ幼虫のそれぞれにつき,計

辞し和られたKの伯はTable20第5項となる.

NACについて.それぞれの体式のアメ1)カシロヒ

トリ幼虫につき,計量割こより得られたKの伯はTable

21邦5項のようになる.

Table17-21のWo,To,Kなどの数値を取りまと

め,Table22に示した.この表の節6項はKの禰晩

節7項は平均la 窮8項は披準偏差,邦9項はKキ 0

の標本数を示す.

次に,Table16のDDVPについての節3項 (カイ
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コガ幼出帆qt)と耶7nJt(Kの平均伯)との凹係を図

上に移してみる.すなわち.縦佃にKのtLll.収納に体
3Ji(M)をとり.それぞれのAMItをグラフ上に手多すと.

Fig.3F'J三ITJr]JのLtうに打【繰上に配列される.このir【

矧 ま山休mが 40-1,100mgのJl即田内のものについて

和られたものであり.原点を皿り方n'l]係数が0.012と

なっている.すなわち.KとMとはK==0.012Mという

1

q
･
B
Tl
J
s
a

n
tt!
1

X

200

100

Weightoflarvae,M,mg

Fig.3.RelationbetweenKvaluestordichlorvos

(△),malathion(▲),parathion(●),

γ-BHC (◎)andcarbaryl(○),andthe
weightoflarvaeoEB.mori.

一次の関係にあることになる.

同様にして,マラソンについてのKとMとの関係は

同図の,W.三角印のように,原点を通り方向係数が1.2

となっていることから,K-1.2M という一次の関係

にあることになる.ただし.虫体3Iiの伯LIBは40-

1.100mgであった.

パラチオンについては,同図の烈丸印のように,原

点を通り方向係数が0.024となっていることから,K

とMとの関係は.-次式K-0.024M と表わせること

になる (虫体式場囲,40-1,100mg).

r-BHCについては,同図の二盃丸印を結んだ宙線

のように,原点を通り方向係数が0.08であることから,

KとMとの関係はK-0.08Mと表わせることになる

(山体IE昭[乱 40-1,100mg).

NACについては,同図白丸印を結んだ田線から.

JJ'rl'JJ係数0.09.縦軸を切る点が -3.0であることが判

かる.このことから,KとM との関係は-次式K-

0.09M-3.0で表わせる関係にあることが判かる (虫

体_Tr(犯t札 40-･1,100mg).

以上の5和松虫剤のカイコガ幼虫に対するKとMと

の関係を取りまとめてみると,いずれの場合も,Kと

Mとは一次のLu係にある.すなわち.

K-dM+β (2)

で袈わし柑ることになる.たT_.'し,Mはdl体R.aと

Dは-A'剤に凹する追放となる.おのおのの兆刑につい

て.(2)式にO,B,M をそれぞれ代入して卯川された

肘m rtをTable16の邦10項にKcalとして示した.

Table22の DDVPについての第3項 (アメリカシ

ロヒト.)幼虫休茄)と第7項 (Kの平均値)との関係

を上.1dカイコガ幼虫 と同様に図上に移してみると,

Fig.4の白三角印のように直線上に配列きれる.この

tEi緑は方向係数1.1,縦軸を切る点が-6.0であること

から.KとMとの関係はK=三1.1M-6.0と表わせる一

次の関係にある.ただし,虫体重椎田は20-160mg

であった.

･･t
W

Ⅷ

E
3

J

tl
･
B
lt

.S
a
n
T
t:
^

出

Jllu MJ lllJ ollJttJ l仙

WeightoHarvae.M,mg M,mg

Fig.4.RelationbetweenKvalueslordichlorvos

(△),malathion(▲),parathion(●),

T-BHC (@)andcarbaryl(0),andthe
weightoflarvaeofH.cunea.

同校にして,マラソンについてみると,同図右仰の

崇三角印のように,原点を通り方向係数32のK-32M

と表わせる伝線となる (虫休g(犯【札 20一一･160mg).

パラチオンについては,伺図の,11けL印のように.方

向係数0.30.縦榊を切る点が-2.0のK-0.30M-2.0

と誠わせるLLEl紺 こなる (山体.TrE柁LIH.20-160mg).

r-BIiCについてのKとMとの関係は同図二ZE丸印

のように.原点を辿り方向係数2.5のK-2.5と表わせ

る境線の関係にあることが判かる (虫体重職乱 20-

160mg).

NACの場合,KとMとの関係は同図白丸印のよう

に,原点を通り方向係数0.48のK-0.48Mと表わせろ

直線の関係にある (虫体gi袖口札 20-160mg).

以上の5種殺虫剤のアメリカシロヒトリ幼虫に対す

7
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るKとMとの関係は,いずれもカイコガ幼虫の場合と

同様に.先述した-次式(2)で表わし得ることが判明し

た.おのおのの薬剤について,(2)式にa,B.Mをそ

れぞれ代入して詐出されたKの計算値を Table22節

101Efiに Kcalとして示した.

本研死の基本的考え方S)からすれば,殺虫剤の効力

は.Kの他が小さいほど大きいことになる.'Kの値は,

(2)式K-aM+Bにおいて,虫体式 (M)の係数aに

主に交配されることから,おおむねβの値が小さいほ

ど殺虫剤の効力が大きいといえよう.

Fig.3にみるように,カイコガ幼虫に対するDDVP.

パラチオン,γ-BHC,NACのKの値は体重 100mg

あたりまでどの直線も近接していることから大差ない,

つまり効力は近似的になることが推定される.DDVP

とパラチオンは体式が 1,100mgまで増加してもKの

値はそれほど大きくならず,極めて効力が大であるこ

とが示唆される.γ-BHC とNACもかなり効力があ

るといえよう.マラソンは体盃が小の時1抑こはKがあ

まり大とならないが,体重 100mgを越えるとKの他

がかなり大となり,効力が減少するものとみられる.

Campbe111)は2-5令のカイコガ幼虫に批酸を投

与し.比Mlは効速度 (speedoftoxicaction;致死時間

の逆数)と山仏式当りの薬出との関係を調べ,虫体Ei

当りの兆皿が同じ場合には,令が遊むにつれて比iii効

速度が小となること,すなわち,批酸に対する抵抗力

が令JOjの巡行につれて噸次増大することを報告してい

る.-出.tt12)は令のbt-なるカイコガ幼虫のピレトリンに

対する LC与｡値を湘べ.令が迩むにつれて,幼虫のピ

レトリンに対する抵抗力が増大するとしている.波部

･高野3)は3-5令のカイコガ幼虫に対するDDTお

よびスミチオンのLDBO値を湘べ.令が進むにつれて,

個体当りのそれは大きくなり,単位体盃当りのLDM

他は各令起盃期で大差ないと報じている.Campbelll)

および=ifm2)の数値は本報告のKの旭と直接的に比較

できないが,それら三者= )はいずれも,本報告の虫

体試増加に比例してKの値が増大するという結果と本

田rrJには同じ幌向にあろことを示唆しているものとい

える.

アメt)カシロヒト1)幼虫に対する5校殺虫剤のKの

値 は,Fig.4にみるように,DDVP. パラチオン,

NACでは体血20mg付近においては近接しているこ

とから,効力に大差ないが,体盃がそれより増加する

とKの値に差が出てくる.γ-BHCのKの値は体ili増

加につれかなり大となるから,大きい幼虫に対しては

効きが憩いといえよう. マラソンの場合には,休式

20mgの幼虫に対してもKの値が640と極めて大とな

り,体重の増加によりKの値がさらに大となり,ほと

んど効力がなくなることが示されている.

8

石井一)は5令あるいは6令,7令のアメリカシロヒ

トt)幼虫に対する数柾殺虫剤の浪度と死虫率との関係

を調べ,令が進むにつれて効力が減少し,同一令の幼

虫では,ホ])ドール (パラチオン),セビン (NAC),

DDVP,BHCの頓に効力が減少して,マラソンは効

力なしという結果を得ている.この帆Eijは本報の虫体

重増加に比例してKの伯が増大し,同じ体式の虫では

Kの値がパラチオン,MAC,DDVP,γ-BHC,マラ

ソンの頓に大となるという結果 (Fig.4)と本質的に

は同じ傾向にあることを指摘しているものといえる.

既報‡,○)のヨトウガ幼虫,ハスモンヨトウ幼虫およ

びハチミツガ幼虫に関するものと本報のカイコガ幼

虫およびアメ))カシロヒト1)幼虫に関するものとを比

較してみると,DDVPについては,(2)式におけるα

の他が ヨトウガ幼虫.ハスモンヨトウ幼虫,ハチミ

ツガ幼虫,カイコガ幼虫およびアメリカシロヒトリ幼

虫に対してそれぞれ,0.10,0.ll,0.18,0.012およ

び1.1である.前三者に対してはαの値が近似してお

り,効力にあまり差がないと見なしてよいが.カイコ

ガ幼虫に対しては前三者の8-15倍,アメリカシロヒ

トリ幼虫に対しては%一兆程度の効力であるといえる.

また,パラチオンの場合,aの旭が上記5超幼虫に対

してそれぞれ,0.07,0.15,5.0,0.024および0.30と

なり,かなり異なっており,そのうちカイコガ幼虫に

対して効力が大きいことが判かる.γ-BHCについて

みれば,αの他はそれぞれ1.5,1.0,24,0.08および

2.5となっており,昆虫種が只なるとaの値が大きく

輿なっていることが判かる.マラソンおよびNACに

ついても.aの他は昆虫種が異なると大きく只なって

いる.

それらの要因は何であろうか.先述(2)式K-aM+

Bにおいて.Kの次元は質虫と時間の8'1であろので,

aMの次元も貿Jiiと時間のhrlである.ところで.Mは

供試幼虫の体式を表わすものであることから,次元は

貿塁である. したがって aMの係数aの次元は時間

となる.すなわち.係数αは時間に関与する伯である.

つまり,殺虫剤分子が作用点へ到達するに要する時間,

作用点と反応して毒作用を発揮させるに要する時間な

どが,殺虫剤分子の物性と昆虫種個有の体成分との物

理化学的,生理化学的相関性 (分配 拡乱 分解な

ど)に交配され,昆虫超間に差を生じ,それらが,(2)

式におけるaの旭が共なる要因と考えられる.これら

の誠ヰi項は今後の研究の課題である.

結 構

令を異にするカイコガ幼虫およびアメリカシロヒト

I)幼虫に対する5種殺虫剤 (DDVP,マラソン,パラ

チオン,γ-BIiCおよび NAC)の施用兆虫Wと致死
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時間Tの朋係を調べた納札 それらがいずれも,(W
-Wo)(T-To)-Kの式で滋わされる関係にあり.

しかも.泣欽Kとdl体mMとはK-oM+Bという一

次のLN係で滋わし柑ろということが判かった.係数a
およびBqlの巾山ま牧山剤と山 との組合わせにJ:って

決まる定数である.施用光正をFLg,致死時rL和をhr,

山体_7Rをmgで表わすと,カイコガ幼虫の場合には.

DDVP.マラソン,パラチオン.γ-BHCおよびNAC

について,αはそれぞれ0.012,1.2,0.024,0.08お

よび0.09(10~3hr)の数値となり,Bは NACについ

てのみ-3･0(〝g･hr)であり,他についてはいずれ

もOであった.また,アメリカシロヒトリ幼虫の場合,

上記5種殺虫剤について,αはそれぞれ1.1,32,0.30,

2.5および0.48(1013hr).Bはそれぞれ-6.0,0,-

2･0,0および0(fLg･hr)の敷地となった.
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Summary

Experimentsontherelationbetweentheapplied

doseandthelethaltimeolseveralinsecticides

againstthevariousinstarlarvaeofthesilkworm,

Bombyx morllL.and of the tallwebworm.
IIyjlhanErfa cILnCa Drury were perEormcd in

laboratory.

Whenacertaindoseoran insecticidewas

appliedagainstalarvaanditwaskilledbythe

insecticidalactionafterabrieftime.theproduct

oI(W-Wo)and(T-To),K,hadanapproxima･

telyconstantvalueasgiveninequation1,

(W-Wo)(T-To)-K (1)

where,W isthedoseofaninsecticideapplied,

W｡istheminimumapplieddoseoftheinsecticide

forkillingthelarva,Tisthelethaltimeofthe

larvaandT｡istheminimum lethaltime.The

valueof冗foraninsecticideincreasedstraightly

withthelarvaedeveloping.

Furthermore,an equation on the relation

betweenK valueandtheweightoflarva,M,

wereobtainedasfollows,
K-αM+β (2)

where,aandBaredeterminedbyacombination

ofaninsecticideandaninsect.Expressing冗 in

IJg･hrandMinmgwithinequation2onB･mort,
a valuefordichlorvos.matathion,parathion,

㍗-BHCandcarbarylwere0.012,1.2,0.024,0.08

and0.09,andBforcarbarylwas-3.0,forthe

otherswere0respectively.Onthelarvaeof

H.C〝〝ca,a value fordichlorvos,malathion.

parathion,r-B‖C andcarbarylwere 1.1,32,

0.30,2.5and0.48.andBforthesewere-6.0,

0,-2.0,0and0respectively.

9
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Table1. Theapplieddoseandthelethaltimeofdichlorvosagainst

40,100,200andllOOmglarvaeofB.mori.

No.dosegroup Sc書,fig/ml Sv,FLt W,FL富 T,hr

1

2

3

4

5

6

7

8

40mgLayvae
5×101 2

5xlO3 2

1xlO3 2

1xlO3 1

2×102 2.5

1×102 1

2×101 2.5

1×101 1

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

4

5

6

7

8

100mgLayuae
5×101 2

1×101 2

2×108 5

2xlO3 1

1×102 5

1xlO2 1

1×101 3

100

10

2

1

5

1

5

1

0

0

0

0

0

0

3

5

1

0

00

20

10

2

0
.
0
.
0
.

1

5

0

1

2

4

6

1

5

0

0

0

0

1

5

2

2

1

5

5

0

0

5

2

3

4

8

7

0

0

0

0

2

8

3

1

7

200mgLarvae
lxlO5 2

1×101 5

2xlO3 5

1×103 2

2×102 5

1×102 5

2×101 5

1×101 5

1

2

3

4

5

6

7

8

10

5

5

1

0

00

50

10

2

1

0
.
0
.
0
.

2 5

0

3

4

6

5

0

7

0

0

0

1

3

5

9

5

4

9

1100mgLarzJac
lxlOB 10

lxlO8 3

1×101 5

2xlO3 10

1xlO3 5

2×102 10

1×102 10

1xlO2 5

㈱

細

50

20

5

2

1

0

1

+Sc:Concentrationoftheinsecticideinthesolutionused

Sv:VolumeofthesolutionappliedagainstalarvaofB.mori

W:Applieddoseagainstthelarva

T:Letl一altimeofthelarva,meanof5larvae

ThesesymbolsarealsousedinTables2,3,4and5.

0

5

8

8

1

5

0

0

0

0

1

1

4

9

26

021
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Table2. Theapplieddoseandthelethaltimeofmalathionagainst

40,100,200andllOOmglarvaeofB.monl.

No.dosegrotJp Sc+,FLg/mL Sy,ILL W,/Lg T,hr

1

2

3

4

5

6

40mgLaruae

2×108 2.5

5×101 2

5×101 1

1×101 2

1×103 3

1x103 1

00

00

50

20

3

1

5
1

0
5

9

5

1
1

1

3

5

1

2

6

1

2

3

4

5

6

7

8

100mgLarzlaC

2×106 2.5

5×101 5

5×101 2

1×101 5

1×101 2

5)く103 2

1〉く103 5

1×103 2

00

50
00
50

20

NO

LE)
2

5
2
1

5

0

7

1

2

2

4

8

7

2

0

1

4

7

1

2

3

4

5

6

7

200mgLarvae

2×108 5

1×108 5

5×101 5

5×101 2

1×101 2

5×101 2

1xlO3 5

1

2

3

4

5

6

1100mgLaTZJGe

2×101) 15

2×108 10

1×106 10

5×101 10

5×101 5

2×101 10

朋

細

別

豊

川

5

i

仙

州
慧
2-｡

加

0

5

0

5

2

2

3

4

8

9

8

1

4

9

0

7

7

5

5
.
5
.
6
.
9

31

関目リ

*SymbolsaresllOWninfootnotesofTablel.

iFl
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Table3. Theapplieddoseandthelethaltimeofparathionagainst
40,100,200andl100mglarvaeofB.mori.

No･dosegroup Sc+,FLg/ml Sv,ill W,FLg T,hr

1
2

3

4

5

6

40mgLaruae

5xlO3 2

1xlO3 2

5×102 1

1×102 2

1×102 1

5×101 1 5

5

2

1

0

0

2

0

0

0

0

1 9
4

0

0
1

3

7

0

3

2

5

100mgLarvae

1

2

3

4

5

6

yo
oa

o

a
)
ぴ

a

1
1

1

1

1
1

X

X

X

X

X

X

1

1

1

l

1

5 5

2

5

2

5

2
1 57

5

2

0

0

5

2

0

0

0

2 4

9

6

1
1

2

7

1

0

2

7

1

2

3

4

5

6

7

8

200mgLarvae

lxlOd 2

1xlO1 5

5xlO3 2

1×103 5

1xlO3 2

1×102 5

1×102 2

5×101 2

5

2

1

00

50

10

5

2

0
.
0
.
0

2 O

1

5

0

5

2

2

2

3

4

3

9

1

1

4

9

1
2

3

4

5

6

7

}100mgLayvae

lxlO1 2

1×101 5

2×108 10

1×103 10

2×102 10

1×102 10

1×102 3 3

0

0

0

0

2

1

0

0

5

2

1

2

*SymbolsareshownisfootnotesofTable1.
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0

8

5

4
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TableJI. Theapplieddosean(Ithelcthatlimeorγ-B‖Cagtlinst
40,100.200andllOOmglarvaeofB.morE.

Notdosegroup Sc',IEg/nlt Sv,/LI W.ILg T,hr

1

2

3

4

5

6

7

40mgLarvae

lxlO8 2

1×101 2

1×101 1

1xlO3 2

5×1ぴ 1

1×102 2

5×101 1 5

5

2

0

0

0

0

2

0

0

0

0

2

1

2

5

7
8

0

4

0
0

1

2

8

22

60

1

2

3

4

5

6

7

100mgLarvae

1)く10ち 2

1×101 5

1×101 2

1x103 5

1×103 2

1×10℡ 5

1xlO2 1

1

2

3

4

5

6

7

8

200mgLarvae

lxlO5 5

1×105 2

1×101 5

1×101 2

1xlO3 5

1xlO3 2

1×102 5

1×102 2

5

1

0

0

0

5

2

0

0

20

5

2

5

1

2

5

8

5

1

1

1

2

4

1

2

2

8

5

2

500

200

50

20

5

2

0

0

7

8

0

5

0

1

1

2

2

5

1

9
5

1

4
01

1100mgLayvae

lxlO6 10

2×101 10

1×101 10

1×101 5

2×103 10

1×103 10

㈱
m

l00

50

20

-0

1 0

5

0

2

5

4

4

5

6

2

0

1

3r:

*SymbolsareshowninfootnotesorTable1.
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Table5. Theapplieddoseandthelethaltimeofcarbarylagainst
40,loo,200andllOOmglarvaeofB.mol･t.

No.dosegroup Sc*,FLg/mL Sv,FLL W,FIg T,hr

1

2

3

4

5

6

7

40mgLarvae

5 ×101 1.5

1.5)く103 2

1 ×103 1

5 ×102 1

1 ×102 2

1 ×102 1

1 ×101 2 2

5

2

1

0

5

3

1

0

0

0

0

7 70

3

7

3

5

5

0

0

0

1

3

7

83

1

2

3

4

5

6

100mgLarvae

5 ×101 3

1.5×101 5

5 xlO3 5

1 xlO3 3

5 ×102 2

1 ×102 2 2

0

5

5

3

1

0

5

7

2

日リ 0

8

5

1

1

3

2

5

0

0

0

2

7

55

200mgLarvae

1.5×106

1.5×105

5 ×101

1.5xlO1

5 ×103

1 ×103

5 ×102

1 ×102

5

2

3

5

5

3

2

5 5

50

00

50

75

25

3

1

0
.

7

3

1

1

2

3

4

5

6

1100mgLarvae

1 xlOS 10

1.5×105 5

3 ×101 10

1.5×101 10

1.5xlO1 5

3 xlO3 10

㈱

750

細

150

75

30

1

5

0

5

5

1

2

2

3

8

0

0

0

0

0

6

1

8

3

7

53

5

7

1

5

0

0

0

1

2

521

*SymbolsareshowninfootnotesofTable1.
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T･lblc6･ Theapplic(Idoseandthelethaltimeofdichlorvosagainst
20.40,80and160mglarvaeolII.cunca.

No･dosegroup Sc',/･g/ml Sv,/'t W,/Lg

1

2

3

4

5

6

7

20mgLarvae
lxlO8

5×101

1×104

1×101

5×103

1×103

1×103

40mgLayvac

5×10I

lxlO8

5×101

1×101
1×101

5×103

1×103

1

2

3

4

5

6

80mgLqrvac

2×105

1×108

1×101

1×101

5×103

1×103

00
00
20

10

5

2

1

2
1▲

5

2

3

1

0

3

0

0

1

2

4

6

3

1

4

1

2

1

2

1

1

2

1

2

3

4

5

6

7

160mgLaytlae

2×10B 10

lxlO$ 5

1×101 2

2×101 5

1×101 5

1×101 2

5×103 2

00
00
50
20

10

5

2

5

2

3

5

1

3

9

0

0

1

2

4

3

2

1

5

㈹

抑
50

20

10

5

日H 4

8

2

2

0

0

2

6

7

0

1

7

00
00
oo
00
50
20

10

0
5

2
1

2 6

9

5

5

2

0

0

1

2

5

8

5

1

9

Sc:Concentrationoftheinsecticideinthesolutionused

Sv:VolumeofthesolutionappliedagainstalarvaofJI.C〟〃ca.
W:Applieddoesagainstthelarva
T:Lethaltimeofthelarva,meanor51arvac

ThesesymbolsarealsousedinTables7,8.9and10.

15
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Table7. Theapplieddoseandthelethaltimeofmalathionagainst
20,40,80and160mglarvaeofH.cunea.

No･doesgroup Sc*,FLg/mL Sv,FLI W,FLg T,hr

1

2

3

4

5

6

29mgLayvae

5×105

5×105

1xlOS

lX105

5:く104

1:く101

2

1

2

1

1

1

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

40mgLayvae

5×10B 3

5×106 2

5×105 1

5×101 5

5×101 2

1×101 5

oo

oo

00

00

50

20

0

5

2

1

日リ 5

8

5

5

1

2

5

9

21

51

M

M

帥

250

m

50

1

1

1

5

2

3

5

9

6

0

2

6

80mgLarvae

5×108 4

5×106 2

5×10B 1.5

1×108 5

1×105 3

1×106 2

㈱

㈱

75｡

脚

細

洲

2

1

0
5

5

3
6

7

1

9
4

1

2
7

1

2

3

4

5

6

160mgLarvae
5×106 10

5×108 4

5×106 3

5×106 2

5×105 1.5

1×106 5

㈱

㈹

細

㈹

750

5

5

2

1

1

54

8

0

4

4

7

1

1

2

8

*SymbolsareshowninfootnotesofTable6.
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Table8. Theapplieddoseandthelethaltimeolparathion叩ainst
20,40.80and160mglarvacofII.cu〝ca.

No.dosegroup Sc+,/Lg/ml Sv,ILL W.ILK T.hr

1

2

3

4

5

6

7

8

20mgI.Orooc
5xlOl
lX101

5×103

1×103

1×103

5×102

1×102

1×102

1

2

1

2

1

1

2
1

5

2

1

0

0

5

2

1

0

0

0

5

2

3

5

1

5

1

1

2

3

6

2

0

5

1

4

6

1

2

3

4

5

6

7

40mgLal,Vac
lxlOI

5xlOl
lxlO1
5×103

1xlO3

5×102

1xlO2

5

2

00
50

10

5

1

0
.
0
.

1 0

2

1

5

2

2

3

4

4

3

8

1

3

7

1

2

3

4

5

6

80mgLayzJoc

5×101

1×101

5×103

1×103

5×102

1xlO2

3

5

2

5

2

5 5

0

0

0

5

1

0

5

5

1

I 5

0

8

5

2

3

4

7
5

2

4

9

1

2

3

4

5

6

7

160mgLayvae

lxlO6

1×101

1×101

5×103

1×103

1×103

5×102

2

5

2

2

5

3

3 5

00
50

20

10

5

3

1
.

2 0

0

5

5

4

5

6

9

7

3

5

1

3

01

*SymbolsareshowninfootnotesofTable6.
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Table9. Theapplieddoseandthelethaltimeofr-BHCagainst
20,40,80and160mglarvaeofH.cunea.

No･dosegroup Sc*,fLg/ml Sv,fLL W,FEE

1

2

3

4

5
6

7

20mgLarvae

2.5×105

1 ×105

5 ×101

1 ×101

03

03

ぴ

H

H
H

X
X
X

5
1

5

2

2

1

2

1

2

1 5

oo

00

50

20

5

2

0
.

5

2 5

4

6

4

0

0

0

1

3

2
3

1

1
3

6

1

2

3

4

5

6

7

40mgLayvac

2.5×108

2.5×108

1 ×105

5 ×101

1 ×101

5 xlO3

1 ×103

1

2

3

4

5

6

7

3

2

1

1

1

1

2

50

00

00

50

10

5

2

7

5

1

6

8

6

8

0
.
0
.
L

2

13

32

腿

80mgLarvae

2.5×105

2.5×106

1 ×106

1 ×101

1 ×101

5 ×103

1 ×103

4

2

1

5

2

2

5

1

2

3

4

5

6

7

160mgLayvac

2.5×108 10

2.5×108 4

2.5×105 2

1 ×105 1

1 ×101 5

1 ×104 3

1 ×104 2

18

㈱

抑

畑

5｡

2｡

10

5

r: 8

2

0

4

0

1

3

5

4

9

8

1

3

9

帥

㈱

帥

100

50

30

2

2

1
2
6

0

5

*SymbolsareshowninfootnotesofTable6.
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Table10. TheapplicddoseandthelethaltimeorcarbarylagairLSt
20.Ilo,80and160mglarvaeorIl.C〝〝ca.

No.dosegroup Sc+.ILK/mt Sv.ILL W,/Lg T,hr

1

2

3

4

5

6

7

20mgLqruaC

3 ×10I l.5

1.5×105 1

1.5×104 2

1.5×101 1

5 ×103 1.5

5 ×103 1

3 ×103 1

1

2

3

4

5

6

7

40mgLarvae

3 xlO8

1.5×108

5 ×101

3 ×101

1.5×101

1 ×101

5 xlO3

5

5

2

1

1

1

1

1

1

5

0

0

0

5

7

5

3

5

5

3

1

一叫
.～

糾

-
.
l
l
4

.
9

.
2

.

0

0

0

0

2

4

12

5

00

50

75

30

15

10

7
.

6

1

鵬
2

35

.
9

.
6

.

0
0

0

0

2

7

53

1

2

3

4

5

6

7

80mgLarvae

3 ×108 3

1.5×106 2

1.5×10$ 1

1.5×101 5

1.5×101 2

1 ×101 2

1.5〉く101 1

00
00

50

75

30

20

15

9

3

1

8

5

0

2

3

8

7

5

0

0

0

0

2
7

74

1

2

3

4

5

6

7

160mgLoyuoc

1.5×108 10

1.5×105 5

1.5×105 2

3 ×101 5

1.5xlO1 5

1.5×101 3

1.5×101 2

00
50

00

50

75

45

30

5

7

3

1

1 2

3

1

2

4

7

8

5

0
.
0
.
0
.
0
.
L

5

00

*SymbolsareshowninfootnotesoITable6.
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Tablell. ValuesofW,W｡,T,ToandKfordichlorvosagainst

40,100,200andllOOmglarvaeofB.moyi.

W*,fLg Wo,FLg T,hr To,hr K,/Lg･hr

5

1

5

1

0

0

00

10
2

1

0
.
0
.
0
.
0
.

1

3

5

1

0

00
20

10

2

0

0
+
a

1

40mgLarvae
O.15

0.20

0.4

0.6

1.1

5.5

12

52

5

5

5

5

5

5

5

5

1

1

1

1

1

1

1

1

0

O

0

0

0

0

0

0

00

98

46

66

㍊

74

5

4

4

4

4

4

0

0

0

0

0

0

0

0

100mgLarvae
0.03 0.25

0.03 0.30

0.03 0.40

0.03 0.85

0.03 2.7

0.03 18

0.03 73

5

5

5

5

5

5

5

2

2

2

2

2

2

2

0

0

0

0

0

0

0

00

50

18

15

別

0

1

1

1

l

1

0

5

5

1

0

00

50

10

2

1

0
.
0
.
0
.

2

200mgLorzlac
0.05 0.35

0.05 0.40

0.05 0.6

0.05 1.5

0.05 3.0

0.05 5.7

0.05 49

0.05 95

35

35

35

35

35

35

35

35

0

0

0

0

0

0

0

0

50

49

.S
52

41

4

0

2

2

2

2

2

2

0

㈱
細

50

20

5

2

1

0

日リ

1100mgLayvac
0.5 0.80

0.5 0.85

0.5 1.1

0.5 1.5

0.5 4.0

0.5 9.0

0.5 26

0.5 102

80

80

80

80

榊

釦

80

8

0

0

0

0

0

0

0

0

0

9

7

4

3

6

0

5

4

3

4

2

2

1

1

1

1

1

1

0

*W :ApplieddoseoftheinsecticideagainstalarvaoEB.mori.
W｡:Theminimum applieddoseoftheinsecticide
T :Lethaltimeofthelarva

To:Theminimum lethaltime

K :Theproductof(W-Wo)and(T-To)
ThesesymbolsarealsousedinTables12,13,14and15.
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Table12.ValuesofW,W｡,T.T｡and冗tormalathionagainst
40,100.200andllOOnlglarvaeofB.mon'.

W暮,/fg Wo,/fg T.hr To.hr 冗,〝g･hr

00

00
50

20

3

1

5

1

40mgI.ayvqe
l.0

5

9

5

1

1

3

5

1

2

6

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

5

1

5

0

09
.4

7

8

0

4

4

4

4

00
50
00
50
20
10
5

2

5
2
1

㈱
帥

250

畑

20

10

5

1

100mgLarzJae
2 1.5

2 2.0

2 2.7

2 4

2 8

2 17

2 42

2 70

5

5

5

5

5

5

5

5

1

1

1

1

1

1

1

1

200mgLarvae
5 2.0

5 2.5

5 3.0

5 4.5

5 18

5 49

5 98

0

0

0

0

0

0

0

2

2

2

2

2

2

2

0

4

8
0

7
4

2

0

2

1

2

1

2

2

1

1

1

1

1

1

0

8

5

8

0

5

0

4

4

3

4

3

2

2

2

2

2

㈱

M

M

帥

250

20

3

2

1

1100mgLaruac
200 5.0

200 5.7

200 6.7

200 9.5

200 31

200 168

0

0

0

0

0

0

5

5

5

5

5

5

o

餌

餌

50

00

0

2

3

3

3

日り
ilH
Hリ
=

*SymbolsareshowninfootnotesofTablell.
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Table13. ValuesofW,Wo,T,T｡andK forparathionagainst
40,100,200andllOOmglarvaeofB.mori.

W*,FLg Wo,fLg T,hr To,hr K,FLg･hr

5

5

2

1

0

0

2

0

0

0

0

1

40mgLarvae

0.05 0.9

0.05 1.4

0.05 3.0

0.05 7

0.05 20

0.05 53

9

9

9

9

9

9

0

0

0

0

0

0

5

5

5

5

7

4

1

5

9

9

9

9

00
0

0

0

0

57

5

2

0

0

5

2

0

0

0

2

100mgLarzJac
0.075 1.4

0.075 1.9

0.075 2.6

0.075 7

0.075 21

0.075 70

4

4

4

4

4

4

6

1

8

5

4

3

3

4

02
2

2

2

0

5

2

1

00

50

10

5

2

0
.
0
.
0
.

2

3

00

50

20

10

2

1

0

2

200mgLarvae
2.0

2.1

2.5

3.0

4.5

13

49

91

0

0

0

0

0

0

0

0

2

2

2

2

2

2

2

2

9

5

0

5

4

1

9

9

9

7

4

7

0

4

4

4

4

4

4

0

1100mgLarvae
0.3 4.5

0.3 5.0

0.3 5.8

0.3 7.5

0.3 23

0.3 42

0.3 118

5

5

5

5

5

5

5

4

4

4

4

4

4

4

9

6

1

1

3

04
5

9

4

6

0

2

2

2

2

2

*SymbolsareshowninfootnotesofTablell.
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Table14. ValuesoIW,Wo.T,T｡and冗forr-BHCagainst
'40,loo.200andllOOmglarvae･ofB.mon'.

W+./Lg Wo,/,g T,hr To,hr 冗,FEg･hr

5

5

2

0

00

20

10

2

0
.
0
.
0
.

2

40mgLoruac
0.05 0.7

0.05 0.85

0.05 1.0

0.05 2.4

0.05 8

0.05 22

0.05 60

7

7

7

7

7

7

7

0

0

0

0

0

0

0

3

9

2

9

0

9

9

3

2

2

02
2

3

3

3

0

5

1

00

50

20

5

2

0
.
0
.

2

100mgLarvae
0.1 1.1 1.1

0.1 1.25 1.1

0.1 1.5 1.1

0.1 2.8 1.1

0.1 4.5 1.1

0.1 21 1.1

0.1 82 1.1

5

2

00

00

50

20

5

2

C
;
0

5

2

㈱

洲

100

50

20

1

1

200mgLarvae

0.2 1.7

0.2 1.8

0.2 2.0

0.2 2.5

0.2 5.0

0.2 11

0.2 49

0.2 105

7

7

7

7

7

7

7

7

-

1

1

1

1

1

1

1

1100mgLayuae
lO 4.0

10 4.5

10 5.0

10 6.2

10 12.5

10 130

*SymbolsareshowninfootnotesorTablell.

0

0

0

0

0

0

4

4

4

4

4

4

9

6

3

6

6

d｢
9

3

3

9

07
7

8

8

7

0

0

0

8

8

7

2

00
5

5

5

6

4

0

2

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

95

90

朗

85

0
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Table15. ValuesofW,Wo,T,ToandK forcarbarylagainst
40,100,200andllOOmglarvaeofB.mono.

W'･pg Wo･fLg T,hr To,hr K,fLg･hr

75

3

1

2

5

2

1

0

0

0

0

0

40mgLarvae
0.02 0.07

0.02 0.3

0.02 0.7

0.02 1.3

0.02 3.5

0.02 7.5

0.02 38

07

07

07

07

07

07

07

0

0

o

0

0

0

0

鈷

17

90

17

9

6

6

5

6

5

0

0

0

0

0

0

0

2

0

5

5

3

1

0

5

7

2

1

100mgLarzlae
0.2 0.1

0.2 0.18

0.2 0.35

0.2 2.2

0.2 7.5

0.2 55

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

98

20

飴

9

0

5

6

5

5

0

750

300

150

75

25

3

1

0.5

200mgLarvae
0.5 0.15

0.5 0.20

0.5 0.25

0.5 0.35

0.5 0.8

0.5 6

0.5 31

0.5 78

5

5

5

5

5

5

5

5

1

1

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

9

9

6

4

0

5

5

4

5

4

5

0

1

1

1

1

1

1

1100mgLarvae
lOOO 30 0.35

750 30 0.5

300 30 0.7

150 30 1.1

75 30 2.5

30 30 125

5

5

5

5

5

5

3

3

3

3

3

3

0

0

0

0

0

0

5

0

8

0

08

94

90

96

0

1

辛SymbolsareshowninfootnotesofTablell.

24



防 虫 科 学 邦 42 巻-I

Table16. ValuesofW｡,T｡andKforfiveinsecticidesagainstthe
varjousinstarlarvaeofB.morl'.

Range Mean

8一q
2

4

3

0

1

2

31

5

5

6

6

9

3

2

2

1

6

0

1

0

1

1

0

0

0

0

1

57

1

3

4

2

4

8

0

1

2

31

8

0

0

0

4

2

4

2

1

2

3日リ

4

6

5

4

00

79

64

.
2

2

2

4

04

3

8

●
l

l

1

7

2

4

3

4

1

2

1

Larvae Minimum Minimum
lethal

lnst｡, WeHht･ 盟 ,cdw｡ time,T｡
mg /fg hr

Insecticides

0.446-0.500

1.00-1.50

2.24-2.52

12.3-15.0

5

5

5

1

2

3

8

0

0

0

0

1

3

5

0

0

0

5

0

0

0

0

40

00

00

00

1

2

11

3

3

4

5

Dichlorvos

1.0 44.1-49.5

1.5 117-124

2.0 235-248

5.0 1260-1360

1

2

5

002

40

00

00

00

1

2

11

3

3

4

5

69

4

8

4

0

2

4

62

4

4

6

5

022

㈱

欄

7

0

0

0

1

84

0

9

9

4

7

0

0

2

4

62

597

46

g
i

.

｡
9

0

2

4

2

一

一

l

I

5

1

4

1

91

.
3

4

･

●
4

o
･
2

4

2

9

4

0

5

0

1

2

4

5

5

7

0

0

1

3

0

0

0

0

40

00

00

00

1

2

11

3

3
4

5

2

0

3

8

6

8

1

8

5

5

6

4

3

9

15

27

糾

6

0

0

1

3

60

6

5

6

1

9

5

4

6

4

一t
一■
6

3

2

2

3

0

1

4

6

0

0

0

6

3.14

8.02

16.3

89.5

2

6

0

0

3

3

.

.
0

5

3

8

2

9

l

l

l

l

3

9

2

0

9

.4.

.

.
4

5

2

7

1

8

7

1

7

0

0

1

1

4

50

1

2

0

0

0

01

40

00

oO

00

1

2

11

3

3

4

5

0.621

5.99

15.1

97.3

568

20

.
9

8

.
5

0

0

6

1

1

l

I

l

l

O

8

6

0

9

8

.
9

5

.
4

.
5

1

07

0

5

5

0

1

1

3

0

0

0

0

20

2

5

0

0

0

03

40

00

00

00

1

2

11

3

3

4

5

Carbaryl

辛Kcal:Calculatedvaluesthatweresubstituteda,BandM oleachinsecticideforequation

K-αM+刀,where〟 fordichlorvos,formalathion,forparathion,rorγ-BHC and for

carbarylare0.012,I.2,0.024,0.08and0.09respectively,andB forcarbarylis-3.0.

Lortheothersare0.
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Table17. ValuesofW,W｡,T,ToandtK fordichlorvosagainst

20,40,80and160mglarvaeofH.cunea.

W書,〝g Wo,〃g T,hr To,hr K,〝g･br

0

0

0

0

5

2

1

0

0

2

1

2

1

20mgLayvae
O.2

0.35

1.1

2.0

4.3

16

43

2

2

2

2

2

2

2

0

0

0

0

0

0

0

9

1

2

4

8

0

4

7

6

6

5

0

0

o

0

0

O

5

2

0

0

5

2

1

5

2

oo

oo

50

20

10

5

0

2

1

40桝gLarvae
2 0.3

2 0.5

2 1.1

2 2.3

2 4.9

2 13

2 52

3

3

3

3

3

3

3

0

0

0

0

0

0

0

80mgLarzJae
5 0.4

5 0.8

5 2.2

5 6.2

5 17

5 70

4

4

4

4

4

4

0

0

0

0

0

0

6

4

0

8

1

0

9

8

8

6

8

0

3

3

3

3

3

0

0

0

0

0

8

1
7

3

0

7

8
8

8

00
LD8

20｡

100

50

20

10

2

160mgLarzJac
10 0.6

10 0.9

10 1.5

10 2.5

10 5.2

10 18

10 95

6

6

6

6

6

6

6

0

0

0

0

0

0

0

0

47

71

71

糾

74

0

*W :ApplieddoseoftheinsecticideagainstalarvaofH.cunea
W｡:Theminimum applieddoseoftheinsecticide
T :Lethaltimeofthelarva

To:Theminimum lethaltime

K :Theproductof(W-Wo)and(T-To)

ThesesymbolsarealsousedinTables18,19,20and21.
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Table18. ValuesorW.Wo,T,ToandK formalatl一ionagainst

20,40.80and160mglarvaeofH.C〝〃ca.

W■./Lg Wo.FLg T,hr To.hr K,FLg･hr

㈱
紬
珊

畑

50

20

1

20mgLarvae
20 1.5

20 2.8

20 5.5

20 9.5

20 21

20 51

5

5

5

5

5

5

1

1

1

1

1

1

0

4

0

0

5

0

2

2

一つ
8

6

7

6

5

M

㈱

帥
25｡
畑
5｡

‖
り

40mgLayvae
50 2.1

50 3.5

50 5

50 9

50 26

50 60

1

1

1

1

l

1

2

2

2

2

2

2

0

35

05

80

95

0

2

3

3

1

r:

:

‖

it
H

㈱

㈱
75｡

帥

30｡

珊

2

1

80mgLarvae
200 3.0 3.0

200 6.5 3.0

200 7.5 3.0

200 11 3.0

2(XI 29 3.0

200 74 3.0

㈱

㈱

50｡

㈱

御

紬

5

2

1

1

160mgLarvae
500 4.5

500 8

500 10

500 14

500 24

500 87

5

5

5

5

5

5

4

4

4

4

.4

4

*SymbolsareshowninfootnotesofTable17.

0
叩
75
00
00
0

8
4
一q
6

2
2
2
2

0

50

00

50

75

0

2

5

7

8

5

5

4

■4
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Table19. ValuesofW,Wo,T,T｡andK forparathionagainst
20,40,80and160mglarvaeofH.cunea.

W*,〃g Wo,〝g

5

2

1

0

0

5

2

1

0

0

0

5

2

T,hr To,hr K,FLg･hr

20mgLarzJae

l.3

1.5

2.1

3.5

6

12

40

65

3

3

3

3

3

3

3

3

CO
2

8

3

8

7

9

9

1

2

2

8

03
3

4

4

4

3

0

5

2

0

0

0

5

1

0

0

0

5

1

1

5

50

50

10

5

1

0

1

40mgLarvae

0.2 2.0

0.2 2.2

0.2 3.1

0.2 4.5

0.2 14

0.2 33

0.2 78

0

0

0

0

0

0

0

2

2

2

2

2

2

2

96

78

仙
60

3

0

9

0

1

9

9

0

1

1

80mgLarvae

0.5 2.5

0.5 3.0

0.5 4.8

0.5 7.5

0.5 45

0.5 92

5

5

5

5

5

5

2

2

2

2

2

2

8

9

5

3

04
1

2

1

0

2

2

2

2

0

0

0

0

5

2

2

10

5

3

1.5

160mgLaruae

1.5 4.0

1.5 5.0

1.5 6.5

1.5 9.5

1.5 17

1.5 33

1.5 105

0

0

0

0

0

0

0

4

4

4

4

4

4

4

4

3

8

5

5

0

8

6

6

5

3

0

4

4

4

4

4

*SymbolsareshowninfootnotesofTable17.
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Table20. Valueso【W,Wo.T,Toand冗forr-rmCa即inst
20.40,80and160mglarvaeofII.cIL〃eG.

W+,/Eg Wo･lLg T.hr Tl･hr K,/EFt･hr

5

00

00

50

20

5

2

0
.

5

2

20mgLorvac

0.5 0.4 ･

0.5 0.65

0.5 1.4

0.5 3.0

0.5 12

0.5 33

0.5 61

4

4

4

4

4

4

4

0

0

0

0

0

0

0

9

5

7

2

9

0

49

49

50

52

48

0

50

00

00

50

10

5

2

7

5

1

40mgLayvae

2 0.6

2 0.8

2 1.6

2 2.8

2 13

2 32

2 68

00
00
00
50
20

10

5

0
5

1

1 5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

0

0

0

0

0

0

0

6

0

6

2

2

0

99

98

05

99

94

0

1

80mgLarvae

8

2

0

4

0

1

3

5

8

8

8

8

8

8

8

0

0

0

0

0

0

0

0

8

9

7

8

1

0

9

0

0

9

9

1

2

2

1

1

160mgLayvac

帥

㈱

500

m

5｡

3｡

2

2

1

0

0

0

0

0

0

0

2
2

2

2

2

2

2

2

6

0

5

1

1

2

6

5

1

5

1

4

21

2

2

2

2

2

2

2

1
1

1

1

1

1

1

0

92

糾

24

14

98

0

3

3

4

4

3

*SymbolsareshowninfootnotesolTable17.
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Table21. ValuesorW,Wo,T,ToandKforcarbarylagainst
20,40,80and160mglarvaeofH.bunea.

W書,〃g Wo.〟g T,hr To,br 冗,〝g･hr

5

0

0

0

5

7

5

3

5

5

3

1

4

1

20mgLaTVaC

3 -0.04

3 0.1

3 0.4

3 0.9

3 2.2

3 4.8

3 21

糾

糾

糾

肘

04

糾

g

0

0

0

0

0

0

0

2

2

2

2

2

8

7

3

7

5

0

8

9

0

9

9

0

1

5

0

0

5

0

5

0

7

0

5

7

3

1

1

6

1

00
抑

50

75

30

20
1

9
3

1

40mgLayvac

7.5 0.06

7.5 0.2

7.5 0.35

7.5 0.9

7.5 2.6

7.5 7.5

7.5 35

鵬

鵬

鵬

06

06

鵬
鵬

0

0

0

0

0

0
0

0

6

9

1

6

0

0
･
9

8

9

8

0

2

1

1

1

1

80mgLarvae
5 0.08

5 0.2

5 0.35

5 0.8

5 2.7

5 7.5

5 47

08

08

08

08

08

08

08

0

O

0

0

0

0

0

0

5

2

3

1

0

33

溺

43

39

37

0

00

50

00

50

75

45

30

5

7

3

1

1

160mgLayvac
30 0.12

30 0.23

30 0.4

30 0.7

30 1.8

30 5.5

30 60

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

2

6

6

6

7

0

79

75

69

75

郎

o

+SymbolsareshowninfootnotesofTable17.
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Table22. ValuesorWo.ToandKforHvcinsecticidesagainstthe
variousinstar1.lrVaeOffI.cu〝ca.

Tnsccticidcs

Dichlorvos

Larvac Minimum Minimum
lethal

.nsta, weiight･ 3:sp!i,edw｡ time.T｡

K,〝g･hr

Ly; uVJ宣 'q …仙Lr̀q Ran耶 Mean

3 20 1 0.2 14.9-17.1 16.1

3 40 2 0.3 36.8-39.6

4 80 5 0.4 78.0-87.0

5 160 10 0.6 147-184

2

3

8

2

9

3

8

61

6

8

2

0

1

3

8

71

5

5

4

5

39

鮎

7

7

9

2

3

0

0

3

2一l▲

Malathion

0

0

0

0

2

5

0

0

2

5

0

0

0

0

2

4

8

61

3

3

4

5

0

0

0

0

2

.4

8

61
一

3

3

4

5

5

1

0

5

1

2

3

4

585-720

1195-1380

2400-2800

4750-5500

4

4

4

4

2

5
.
1

8

9

0

5

9

｣｢
7

1

2

2

9

9

4

64

27

56

00

1

2

5

3

0

5

0

1

2

2

4

1

2

5

5

0

0

0

1

3.87-4.28

9.30-ll.0

21.3-24.8

43.5-48.4

6

5

4

5

9

2

15

67

51

6

0

0

1

1

80

1

6

1

4

0

2

6

1

2

J｢

640

I280

2560

5120

4

10

22

JIG

0

0

0

0

2

4

8

61

3

3

4

5

4

6

8

2

0

0

0

1

50

2

5

02

48.9-52.2 50.2 1.14

94.2-105.6 99.3 3.67

191-209 201 6.86

384-424 402 14.6

Carbaryl

0

0

0

0

2

4

8

61

3

3

4

5

糾

鵬

08

1

0

0

0

0

5

3

7

5

0

1

3

8.82-10.3 9.62 0.482

18.6-20.6 19.2 0.562

33.0-43.2 37.8 3.77

69.6-80.7 76.1 3.8Jt

0

0

0

0

5

0

0

0

1

2

.4

5

5

5

5

6

2

4

8

9

9

8

6

1

3

7

5

5

5
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Kcal;Calculatedvaluesthatweresubstituteda,BandM ofeachinsccticidcfor

equation冗-aM十B.whereafordichlorvos.formalathion,forparathion,for

TIBHC and forcarbarylare 1.1,32,0.30,2.5and 0.48,an(IB forthese
insecticidesare-6.0,0,-2.0,0and0respectively.
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